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［キーワード］対話・コミュニケーション支援、メディエータロボット

どんな発明？

こんなことに使える！

昨今、独居高齢者や若年者の社会的
引きこもり等の方々のコミュニケー
ションを活性化させるための対話支援
が重要視されています。対話コミュニ
ケーションに苦手意識を持つ人は、例
えば、挨拶や自己紹介の後にどのよう
に話を続けていけばいいのかに困って
しまうなど、必ずしも円滑なコミュニ
ケーションが可能ではありません。

本技術によって、生体指標を用いて
対話者それぞれのストレス状態を解析、
対話の盛り上がり解析を行うことが可
能となりました。具体的には、対話者
の心拍数を測定し、所定の解析を行う
ことで求められる「LF/RF」という指
標の変動を見ることで、対話者の話題
への興味具合や心理状態を判定するこ
とが出来ます。

対話者の会話に入り、話題提示を行
う等の方法でコミュニケーションの円
滑化を仲介するものとして、メディ
エータロボットがあります。対話の支
援には、対話支援に適切なタイミング
で入ることが大切で、本技術はメディ
エータロボットの仲介タイミングや方
法の最適化に用いることが可能です。
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生体指標を用いた対話支援
コミュニケーション誘導システム

LF/RFが変動した箇所と、対話者どうしの気分が
同期している期間や盛り上がっている期間が一致
（77%）しているのが分かります。

心理学の分野で、コミュニケーションを行う際に
心拍や呼吸間隔などの生理現象が対話者同士で互い
に同期して起こる「エントレインメント現象」が知
られており、LF/RF指標にも同様の現象が見られま
した（赤枠部分）。

LF/RF指標で対話の状態を判定可能に

LF/RF指標にもエントレインメントを確認

関連情報はコチラから↑

こんな研究室です！
下川原研究室では、知的エージェント、

知能情報処理によるインタラクション、
行動認識・ジェスチャ認識、ヒューマ
ン・ロボット・インタラクション、ソー
シャルロボティクスなどをキーワードに、
人を理解し、人と人をつなぐロボットシ
ステムの研究に取り組んでいます。
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